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○鎌倉時代の僧「明恵上人遺訓」は「人は阿留辺畿夜宇和と云七文字を持つべなきり」と
いう言葉から始まっています。「あるべきようわ」を「阿留辺畿夜宇和」と漢字で記して
ありますが、これは漢字の音だけを当てたものでそれぞれの漢字に意味はありません。
○明恵上人は「僧は僧の、俗は俗の、王は王の、臣は臣のあるべきようがある。それぞれが
このあるべきように背いた行いをするために、すべてがおかしくなる。」と述べています。
○ここだけ読むと分際を守りなさいと封建制を容認する言葉に聞こえます。為政者に都合の
よい言葉ですね。これがマスクの宰相や黒幕の向こう側から聞こえてきたら要注意ですが
阿留辺畿夜宇和を日々の行いの指針にしている私の言葉ですのでご安心下さい。
○続いて明恵上人は「我は後世たすからんと云者に非ず。ただ現世に先あるべきやうにて
あらんと云者なり。」と述べています。彼は浄土に生まれ変わって救われたいとは思って
いません。ただ、今のこの生を「あるべきよう」に「あろう」としています。
○彼は「あるべきよう」は「これだ！」とは決して言ってはいません。「あるべきよう」に
日々あろうとしています。仏教の根本思想は「諸行無常」です。この現実の世界のあらゆ
る事物は，縁起によってつくりだされたもので，絶えず変化し続け，決して永遠のもので
はないということです。「あるべきよう」も絶対的な価値として定義されるものではなく
無常の流転の中で「あるべきよう」に「ありたい」と生きることです。
○「阿留辺畿夜宇和」は私が常日頃こうありたいと思っている「ありのままに観て、ありの
ままに行う」ことと全く同じことです。高僧の明恵上人と市井の平凡な日々を生きる愚僧
の言葉が同じ意味とはなんと僭越な！でもこれが宗教です。明恵上人にも私にもお釈迦様
の教えの灯は皆を平等に照らしてくれているのです。
○平時には見過ごしていたことや気にならなかったことが、非常事態にあっては色々見えて
くるものです。そこで不便やストレスを感じたりすることは、ひょっとしたら私やあなた
が「あるべきよう」や「ありのまま」でない不要のものを纏っていたからなのかもしれま
せん。危機の時こそ自分のそして周りの「あるべきよう」が観えてくるものです。
○「あるべきよう」に振る舞わない宰相の言葉は、マスクをしてその口もとの狡猾な企みを
隠してもマスクが小さすぎては隠しようもありません。新型コロナ蔓延の渦中に、火事場
泥棒の如く「緊急事態条項」を持ち出し積年の恩讐を果たさんとする企みは阻止しなけれ
ばなりません。私たちには私たちの「あるべきよう」振る舞いが必要です。それは「ある
べきよう」に振る舞わない人たちをその舞台から退場してもらうことにもなるはずです。

もうしばらくお休みいたします
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阿留辺畿夜宇和
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狂言綺語…自然（じねん）の信
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今年もいつものところでいつものものを採取し、いつもの方からいつものものを頂きました。今日採った
ものを今日頂く、みな旬のご馳走です。蕗の薹竹の子タラの芽コシアブラにこごみわらびなど季節の風味を
体の中にたっぷり頂きました。植物の苦みやえぐみを総称してアクといいます。その植物特有のアクは草食
動物に食べられるのを防ぐための防御物質とも言われています。人だけが持つアク抜きの知恵が食べ物固有
の風味やうまみを損なうことなくいつもの春と変わらぬ自然のおいしさを今年も私たちに届けてくれました。
春になって私の畑に通う日が頻繁になりました。今年もいつものように土を耕し肥料を入れ種を蒔き苗を
植えれば、後は自然が夏の美味しい収穫をもたらしてくれることを私は全く疑っていません。私たちは冬の
後に春がめぐり芽吹き花が咲きそして夏が来ることを信じています。人は自然のサイクルを観察し二十四節
気七十二候の1年間の暦を作り、その通りに気候が変わっていくことを信じて農事を行ってきました。歳に
よってその時期が前後することはあっても、1年経てば季節は元に戻っています。自然のサイクルに「信」
を置くことは人が生きるための根本原理だったはずです。1年ごとに同じ季節が戻ってくると信じなければ
農事をいつ行ってよいか分かりません。誤った時期に農事を行えば不作となりたちまち死活問題です。その
「信」は何代にもわたる経験知の蓄積によって育まれた「信」のはずです。祖先の経験と観察が継承したそ
の智慧に支えられて、私たちは自然へ「信」を置きます。それは「信」の原初的形態なのかも知れません。
ところが自然を信頼しつくしてもそれを人がコントロールすることはできません。時には自然が人に牙を
剥くことがあります。洪水、干ばつ、風水害、何か自然の機嫌を損ねることをしてしまったのか、感謝や供
物が足りなかったのか、自然への「信」が足りないことを自然が怒っているのです。その時私たち日本人は
自然の中に神を感じ取ります。自然は神そのものです。ここで言う自然はnatureの訳語の「自然」ではなく、
「自然（じねん）」注1と読まれていた明治以前の語法です。これを読み下すと「自ずから然る（おのずから
しかる）」です。おのずからそのままそうであること、物事をありのままに観ることによって感得できるそ
のものの真実のすがた。natureも含めた森羅万象すべての存在の「ありのまま」「あるべきよう」です。私
たちには八百万の神がいます。それはすべての存在に神が宿っているということです。私たちが八百万の自
然（じねん）に「信」を置いていることの証です。私たちの信頼に応えて自然が私たちを信頼してくれた時、
お互いに双方向の「信」が交感しあい、怖れと感謝が立ち現れます。そこは祈りと祭祀の場です。「信」は
あるがままの存在を自分自身の中に取り込みそれと一体になること。自分とあらゆる存在（森羅万象）が互
いに内在することです。その時、自然の一員である自分は「わたしが仏になる」とき、日々の行いでは「琉
游舎の自然（じねん）と共棲する」とき、農耕民族の私は「自然のサイクルと一体化して鍬をふるう」とき
です。そしてそれはあるがままに生きることであり「信」とともに生きるということなのです。
アニミズムと言う言葉があります。「自然界のあらゆる事物に、霊魂があると信ずること」と解説されま
す。つまり「森羅万象に神（霊魂）が宿る」という信仰です。これは宗教学者が宗教の発展段階の一番原始
的な信仰の形態として定義づけた言葉です。アニミズムは死霊崇拝や呪物崇拝、精霊崇拝から多神教へと発
展し，やがて一神教が生まれたと言う宗教進化論的な考え方の中でもっとも原始的な未開人のものと考えら
れていました。この西洋の宗教学から見れば、私が今まで述べた「自然」と「信」の関係はまさしくアニミ
ズムの典型でしょう。私たちが「神」と名づける存在を彼らは「霊魂」と呼びます。彼らの「神」は一神教
の唯一神、絶対神だけです。私たち日本人は道端の石ころや草木、目の前の小高い丘にも神様が宿り仏性が
あると信じてきました。果たしてそれは未開人の原始的な信仰だったのでしょうか。さすがにこの宗教進化
論的な考え方は西洋の優位とそれ以外の文化への蔑視があると最近では非難されているようですが、それは
彼らが唯一神を信じている限り、差別的な見方はよくないという自由平等人権思想の発露にしかすぎず、キ
リスト教を精神の支柱に置き理性によって組み立てた合理主義の優位性を誇ることの裏返しにしか過ぎませ
ん。今ここで日本人のアニミズム的な「信」が正しいか唯一神への信仰が正しいか優劣を論じるつもりはあ
りません。ただ根本的な自然観の違いだけは改めて記したいと思います。唯一神を信じる人たちにとっては
自然は神の支配下にあります。彼らは絶対神との信仰契約の見返りとして神から自然を支配する権限を与え
られたと考え、またその様に実践してきました。一方日本人は自然と共に生きることが神とともに生きるこ
とでした。自然を信じることは神を信じることでもあり、その「信」は長年にわたる自然との共棲によって
身につけた「智慧」によって支えられてきたのです。「自然を屈服させるか」「自然と仲良くするか」と迫
られれば私は自然と仲良くする方法を選び取ります。私にはそちらの方が心安らかに生きられるからです。
森羅万象に神が宿るという私たちの「信」は決して無知によるものではなく、智恵に支えられた「信」で
す。新型コロナウイルスを人々は今、屈服させ支配しようとしていますが、果たして共棲する方法はないの
でしょうか？あるがままの生があるなら、あるがままの死もあります。共棲という考えはウイルスによるあ
るがままの死もあるということを認める考えです。このおそらくひとりひとりの人間としては受け入れがた
い視点を取らない限り、そして統計上の何十万という個体死をありのままの死として受け入れる覚悟がなけ
れば、人間と森羅万象との戦いは決して終わることはないでしょう。ウイルスとて坐して
滅亡を待つことはないはずですから。
注1：琉游舎だより第21号


